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第12章：終了後のキャリアとポートフォリオ戦略

この章は、データサイエンスの学びを実務やキャリアにどう
活かすかを考える集大成です。ここまでの努力が、あなたの
スキルと知識を確かなものにしたことを信じています。これ
からは、ポートフォリオを通じて自分の成果を発信し、次の
ステップに進む準備を整えましょう。GitHubやKaggleの活用、
学会やコミュニティへの参加、そしてSNSや勉強会でのネッ
トワーキングは、データサイエンティストとしてのキャリア
を広げる鍵となります。

この章を通じて、学びを持続させ、さらに高みを目指すモチ
ベーションを養いましょう。あなたがこれまで築いてきたも
のが、これからのキャリアの礎となり、新たな挑戦や可能性
を切り拓く力となります。このコースの修了はゴールではな
く、新しい旅のスタートです。自信を持って、次の一歩を踏
み出してください。
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GitHubとKaggle

コードやプロジェクトを公開する場。
n リポジトリにドキュメントやREADMEを追加し、⽬的や結

果を簡潔に説明。
n 過去の分析プロジェクトやアプリケーション開発を整理。

DS Lv.1-12

GitHubとKaggleは、スキルを公開し、プロフェッショナルとしての信頼を築くための重要なプラット
フォームです。

コンペ参加やノートブック共有を通じて実績をアピールする場。
n コンペで得たスコアやランキングをプロフィールに掲載。
n ⾃作ノートブックやEDA（探索的データ分析）を公開。

GitHub Kaggle
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ノートブック

作り方

プロジェクトの背景、データの可視化、分析手法、
結果を順序立てて記述。

DS Lv.1-12

可視化ツール

インタラクティブなダッシュボードやグラフを含め
ることで、結果を直感的に理解できる形式にする。

ブログや解説記事

プロジェクトの目的や結果、学んだことを他者にも
伝わる形で公開。

統一感

ポートフォリオ全体でデザインやフォーマットを統
一し、プロフェッショナルな印象を与える。

見やすく、ストーリー性のあるポートフォリオは、スキルを効果的に伝える鍵です。
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プロファイル

データ分析、モデル構築、
ビジネス課題の解決に特化
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業務内容

n データの探索的分析（EDA）。
n 機械学習モデルの設計・構築・評価。
n 結果の可視化とビジネス部⾨への提案。

データサイエンティスト

必要なスキル

n Python/R、SQL、統計学、機械学習。
n ビジネス課題を理解し、データで解決する⼒。

キャリアの進展

n 上級データサイエンティスト、リサーチサイエンティス
ト、AIスペシャリスト。分析とモデル構築を中心にしたキャリア
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プロファイル

⼤量データを効率的に処理する基盤の
設計と構築を担当
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業務内容

n データパイプラインの設計・構築。
n データベースとETL（抽出、変換、ロード）プロセスの

最適化。
n データ品質の維持とモニタリング。

データエンジニア

必要なスキル

n SQL、Hadoop、Spark、クラウドサービス
（AWS/GCP/Azure）。

n スケーラブルなデータ処理能⼒。

キャリアの進展

n 上級データエンジニア、データアーキテクト、クラウド
エンジニア。データ基盤とインフラを整備するキャリア
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プロファイル

機械学習モデルのデプロイメント、
運⽤、スケールアップを担当
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業務内容

n モデルのAPI化と運⽤環境へのデプロイ。
n モデルのパフォーマンスモニタリングとアップデート。
n CI/CD（継続的インテグレーション/デプロイ）パイプ

ラインの設計。

MLOpsエンジニア

必要なスキル

n Docker、Kubernetes、TensorFlow Serving。
n DevOpsスキルと機械学習の基本知識。

キャリアの進展

n MLOpsリードエンジニア、AIプラットフォームエンジ
ニア。モデルの運用と最適化に特化したキャリア



8

プロファイル

データを活⽤した製品やサービスを
企画・管理する役割
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業務内容

n データドリブンな製品の企画・要件定義。
n 開発チームやビジネスチームとの連携。
n KPIモニタリングと改善計画の策定。

データプロダクトマネージャー

必要なスキル

n データ分析の基礎知識、プロジェクト管理スキル。
n ビジネスの視点とデータ活⽤の発想⼒。

キャリアの進展

n シニアプロダクトマネージャー、データ戦略ディレク
ター。

データを活用した製品開発を担うキャリア
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プロファイル

ビジネスの意思決定を⽀援するための
分析と可視化を⾏う役割
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業務内容

n データの集計とダッシュボードの作成。
n KPIのモニタリングとレポート作成。
n ビジネス部⾨への戦略提案。

BIアナリスト

必要なスキル

n Tableau、Power BI、Excel、SQL。
n データ可視化スキルとビジネス感覚。

キャリアの進展

n シニアBIアナリスト、アナリティクスマネージャー。

ビジネス分析と意思決定支援を担うキャリア
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プロファイル

新しいアルゴリズムや理論の研究を⾏い、
技術の発展に貢献
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業務内容

n 論⽂執筆や学会発表。
n 企業内研究プロジェクトのリード。

AI/データサイエンスリサーチャー

必要なスキル

n 深い数学的知識、Python/R、研究の実績。

キャリアの進展

n シニアリサーチャー、⼤学教授、産業研究リーダー。

研究と教育に特化したキャリア
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国内外の学会・カンファレンス

名称 概要 URL

⽇本データサイエンス学会（JDSC） データサイエンスの研究と実践を結ぶ国内の主要学
会。ワークショップやシンポジウムを開催。 https://www.jdsc.org/

⼈⼯知能学会全国⼤会 ⼈⼯知能に関する国内最⼤級の学術イベント。研究
発表や産業応⽤の展⽰が⾏われる。 https://www.ai-gakkai.or.jp/

KDD Conference データマイニングと⼤規模データ分析に関する世界
トップクラスのカンファレンス。 https://www.kdd.org/kdd2025/

NeurIPS (Conference on Neural 
Information Processing Systems)

機械学習とAIにおける最新研究を扱う国際カンファ
レンス。Neural Networks関連が強い。 https://neurips.cc/

ICML (International Conference on 
Machine Learning)

機械学習の研究と実践を繋ぐ最⼤規模の国際会議。
研究者やエンジニアが集結。 https://icml.cc/

AI EXPO 東京 AIに関連する産業向け展⽰会。最新の製品やサービ
スを国内外の企業が紹介。 https://www.ai-expo.jp/

https://www.jdsc.org/
https://www.ai-gakkai.or.jp/
https://www.kdd.org/kdd2025/
https://neurips.cc/
https://icml.cc/
https://www.ai-expo.jp/
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SNSや勉強会、LT会でのアウトプットの大切さ

アウトプットは学びを深め、他者との知識共有やネットワーク
構築を促進するための重要なプロセスです。SNSでの投稿や勉
強会、LT（ライトニングトーク）での発表を通じて、自分のス
キルや知見を他者に伝えることで、次のような効果が得られま
す:

n 理解の深化: 他者に説明するために、自分の学びを整理し、
より深く理解できます。

n フィードバックの獲得: 他者からの意見や質問を通じて、新
たな視点や改善点に気づくことができます。

n ネットワーキング: 同じ関心を持つ人々とつながり、情報交
換や協働の機会が増えます。

n 個人のブランディング: 継続的にアウトプットすることで、
業界内での信頼や認知度を高められます。

スキルアップのモチベーションを保つコツ

学びを継続するためには、自分を動機付ける仕組みを持つこと
が重要です。以下のコツを取り入れることで、スキルアップへ
のモチベーションを高められます:

n コミュニティ参加: 勉強会やオンラインフォーラムに参加す
ることで、学びを共有する仲間ができます。

n 小さな成功を積み重ねる: 取り組みやすい課題から始めて、
達成感を味わう習慣を作ると良いでしょう。

n 興味を持ち続ける: 好奇心を保つために、自分の関心に合う
テーマやトピックを選ぶことが大切です。

n インプットとアウトプットのバランス: 学んだ内容をすぐに
実践や共有に活かすことで、学びが定着します。
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本コースでは、データサイエンスの基礎から応⽤までを体系
的に学び、実務に役⽴つスキルセットを⾝に付けました。
Pythonを使ったデータ処理、統計学や機械学習のモデル構築、
深層学習や次元削減などの先端技術、さらにはビジネスにお
ける意思決定を⽀えるストーリーテリングや可視化の技術ま
で幅広く習得しました。また、エンドツーエンドのプロジェ
クトを通じて、課題設定からデータ収集・分析、モデル評価、
そして成果発表に⾄るまで、実務に即した⼀連のプロセスを
体験しました。これらの知識と経験は、データサイエンティ
ストとしての⾃信とスキルの⼟台となります。

この旅は終わりではなく、皆さんのキャリアの新たな始まり
です。データの⼒で社会に価値を創出し、課題を解決する道
を歩んでいく中で、この学びが確かな⽀えとなることを願っ
ています。次の⼀歩に向けて、⾃信を持ち、未来を切り拓い
ていきましょう。

修了
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